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書評
池間誠著『国際貿易の理論』 (1979)
小
?
正 雄
1 
ここ数年の間に，国際経済学の分野で興味深いいくつかのテキストが出版された。その
中の若干の書物をあげれば， R.E. Caves and R. W. Jones rworld Trade and Pa-
yments, an introduction」2nd.ed. (1977), H. G. G. rubel「InternationalEcono-
mies」(1977),M. Chacholiades「InternationalTrade Theory and Policy』(1978),
池本清編著「新しい国際経済学」 (1978)などがあるが，これに池間誠『国際貿易の理論』
(1979)が新しくつけ加わることになった。これらのテキストはそれぞれユニークな特徴
を持っているが，ここでとりあげる一橋大学の池間誠助教授の書物は特に興味深い。その
理由を一言で言えば，モデルは単純であるが，その掘り下げがすばらしいということであ
る。
つまり簡単なモデルで，基本的な命題が明解に述べられているということである。著者
の表現を借りれば，特定のフレームワークをかたくなに守りながら，国際経済学の基本的
な命題を，たくみな図を使いながら，明らかにしているのである。この点が本書の特徴で
ある。著者の期待されているように，本書は国際経済理論を理解するためのテキストとし
て十分な成功をおさめているのであり，高い評価が与えられるものと考える。
2 
本書は，その構成をのべた第1章を除けば，第2章から第10章までの9つの章と， 1つ
の appendixから成る。簡単な計算と， たくみな図がふんだんに使われており，各章の
終りには，要約がついている。したがって，スタイルとしては， Caves& Jonesの書物
に似ており．，それだけにテキストとして使いやすい。
以下，第2章から第10章までの展開のエッセンスを要約し，若干のコメントをのべてみ
たいと思う。
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まず，第2章は，支出パターンに関するミルの仮定（平均支出性向一定）の下で，両国
が1つの財だけを生産する時の，オフアー曲線，貿易均衡が示される。そして，均衡交易
条件が，両国の需要状態，生産技術状態．および生産資源賦存状態の3つの基本的な要因
によって決まることが示される。この点は，池間モデルの重要な特徴である。
第3章は，貿易収支の不均衡が，交易条件，為替レート，および生産量の変化を通じて
調整されるメカニズムを明らかにする。その際，均衡に到達するための交易条件，為替レ
ート，および生産量の変化率を求めているのが特徴である。
第4章は，支出政策の有効性を検討する。すなわち，為替レートや財価格が一定の下で
貿易収支の赤字を是正しようとすれば失業を伴う。そこでその失業を回避するには支出を
コントロールすればよいのであるが，しかしこのような形で対内均衡を達成しても，対外
不均衡が発生する。したがって，内外均衡を実現するためには，為替レートの切下げによ
って交易条件を不利化しなければならないことが示される。ここで，失業を回避するため
の支出の変化額を明確に求めていること，またその際の支出の変化の方向が，両国の輸入
性向の和が1より大きいか小さいかによることを示していることも興味深い。
第5章は， 輸入関税が交易条件， 国内相対価格， 実質所得， 貿易量などに与える効果
を，それらの変化率も含めて明らかにする。ここで特に注目すべきことは，関説と輸出課
税は，確かに最終的な均衡点においては，相対価格や実質所得に同一の効果を与えるので
あるが，しかしそのプロセスは非対称的であるという指摘である。この点は，一般均衡分
析においては，輸入関税と輸出課税が全く等しい効果をもたらすというラーナーの対称性
定理を再検討したものとして注目したい。
第6章は，経済成長とトランスファーが交易条件に与える効果をとりあげ，それぞれの
ケースにおける交易条件の変化率と，それを決める要因を明らかにしている。その結果，
交易条件は成長率の高い国に不利化すること，またトランスファーが交易条件をどう変え
るかは，両国の輸入性向の和が1より大きいか小さいかによること，またどの程度変化す
るかは． トランスファー額がその国の生産額に占める割合に依存することなどが明確にさ
れる。この中，経済成長やトランスファーが交易条件をどの程度変えるかを明らかにした
点は注目すべきである。
第7章は，生産量は一定であるが，両国共2'つの財を生産するように生産側の条件を修
正した上で，貿易パターンの決定因，貿易均衡．および関税の交易条件に与える効果など
を明らかにする。このような仮定の下では；貿易は両国の実質所得を必らず高めるのであ
り，この結論は，次章のモデルの場合より強いものである。
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第8章は，生産側の条件を更にゆるめて，生産量は可変的であるが，しかしその限界変
形率は一定，つまり費用一定のモデルを想定する。周知のように，このような仮定は，リ
カー ドによるので， 需要側に関するミルの仮定と合わぜれば， この章はリカードーミルの
モデルを，池間氏独特の方法にそくして展開したものである。著者はこのモデルを用い
て， いくつかの興味深い結論を導いている。たとえば，各国は貿易によって利益は得て
も，損失を蒙ることはないこと，またその利益は輸出量一定で輸入量が増加することによ
'って得られるものであることを示している。さらに5つの特化パターンを決める条件を明
らかにし，それぞれの場合における均衡交易条件を求めている。
第9章は， 第7章と第8章のモデルと結論の違いを， 貿易利益という側面から比較す
る。
そして貿易利益が消費の利益と特化の利益に分割できること，またもし特化によって交
易条件が不利化すれば，特化前よりも厚生水準が低下することがありうることを明らかに
している。著者は，これを特化の負担という形で示している。
第10章は，第8章のモデルを用いて， まず労働量（生産資源），需要状態， および生産
技術水準が変ったときに交易条件がどう変るかという比較静学分析を行なう。次に，ミル
の仮定の背後には，コブ・ダグラス型の効用関数があることを明らかにし，この関数が貿
易の前後でどのようにシフトするかによって，貿易利益の変化の方向と大きさを決める要
因を明らかにしている。それによって，このモデルで交易条件の有利化が，貿易利益とど
のような関係にあるかが明確に述べられている。
なお， appendixでは，これまでの展開に基いて，ミルとチップマンのミル解釈を批判
している。
3 
以上のように，．本書は））カー ドー ミル・モデルを池間氏が再構成し， それに基いて，従
来得られている国際経済学の基本的な命題のいくつかを厳密な形で示したものである。モ
デルは簡単であるが，それを使って深く掘り下げ，実り豊かな結論を得ている。わたくし
は，この書物における著者の最大の貢献は，従来ややもするとあいまいな形でしか述べら
れていなかった国際経済学のいくつかの命題を，きちっとした形で示した点にあると考え
る。勿論， このような明確な形で結論が示された1つの理由は， リカードーミルの仮定に
よっているからであるが， しかしこの書物によって， 古典派の貿易論が vividな形に再
編成されたことを高く評価したいと思う。特に，交易条件や厚生水準の変化の方向や程度
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を，需要状態，生産技術，生産資源の賦存量などの経済の基礎的なバラメクーによって厳
密な形で示された点を評価したい。
しかし，著者も承知のように，リカードやミル以降，われわれはすでにより一般的なモ
デルを持つようになっている。すなわち，生産側については，ボスト・リカード・モデル
として，特殊的要素モデルや，ヘクシャー・オリーンモデルを持っているし，消費側につ
いても，代替を認める消費関数を想定するのが一般的になっている。そしてそのような一
般化されたモデルを用いて，国際経済学についての多くのトピックが，一般的に扱われる
ようになっている。
しかし池間氏のモデルでは， 生産要素は労働だけであり，しかも constantcostが仮
定されている。したがって，たとえば貿易が所得分配に与える効果とか，生産費が逓増す
ることによる部分特化などは扱うことが困難になる。
勿論，どのようなモデルが望ましいかは，一概には決めにくい。それはどのような問題
を扱うのか，あるいは，どの程度 vividな形で結論を示そうとしているのかなどに依存す
るであろう。著者は， vividな結論を得るために，少しきついモデルを作られたのだと思
ぅ。一般的に， 結論の vividさと， モデルの一般性との間には， ドレード・オフ関係が
あると考えられる。したがってそのトレード・オフ関係をできるだけ取り除いていくこと
が，われわれに与えられた課題であるといってよい。
いずれにしても，わたくしは本書の成功を心から喜ぶと共に，本書が優れたテキストと
して，長く生き続けることを確信している。
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